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『ぼくはうそをついた』
西村 すぐり  作

中島 花野  絵
　祖父から原爆で亡くなった大
おじの話を聞いたリョウタは、
広島の原爆について考え始める。
一方レイは、原爆で息子を亡く
した曾祖母を救いたいと思い…。
平和への祈りと希望を描いた物
語。

『なつやすみ』
麻生 知子　作

　こうたくんの家に、いとこの
家族が遊びにきました。みんな
でプールで遊んだり、そうめん
やスイカを食べたり、神社のお
祭りに行ったり…。夏の１日を
ユニークな構図で描いた、夏休
みが楽しみになる絵本。

『かっかどるどるどぅ』
若竹 千佐子  著

　心もとない毎日を送る４人
は、引きつけられるように古い
アパートの一室を訪れるように
なる。そこでは不思議な女性が、
訪れる人たちに食事をふるまっ
ていて…。著者は岩手県出身の
芥川賞作家。
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写真も多数掲載されている「葛巻の鉄山」

葛巻の鉄山の歴史をたどる葛巻の鉄山の歴史をたどる
文化財保護委員が調査

　町教育委員会は、町文化財報告書第８集「葛巻の
鉄山」を発刊しました。この報告書は、町文化財保
護委員の調査や研究をもとに、これまで明らかに
なっていなかった葛巻の鉄産業の歴史や鉄山の痕跡
をまとめたものです。　
　報告書では、江戸時代後半から明治時代初期にか
けて、八戸藩に属していた葛巻で、財力を持った豪
農が鉄山開発や製鉄品の加工で豪商に発展していっ
た歴史が明らかにされています。また、今も痕跡が
残る平庭鉄山や江刈鉄山などの詳しい解説のほか、
刀や鉄銭の製造に関する言い伝えなども記されてい
ます。
　「葛巻の鉄山」は、まなび交流課で１冊700円で
販売しています。
問まなび交流課☎65-8990

学年別柔道大会で３人が上位入賞学年別柔道大会で３人が上位入賞

　６月25日、第19回岩手県小学生学年別柔道大会
（会場、県営武道館）において、６年生男子50㎏級
で中村諒

りょう
さん（小屋瀬小６年）が優勝、４年生男

子40㎏級で中崎唯
ゆ い る
一流さん（江刈小４年）が優勝、

中村蒼
あおば
羽さん（小屋瀬小４年）が準優勝しました。
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（左から）中村蒼羽さん（小屋瀬小４年）、中村諒さん（同
６年）、中崎唯一流さん（江刈小４年）

　諒さんは８月27日、横浜武道館で開催される全
日本小学生柔道育成プロジェクト2023に岩手県の
代表として参加します。
【選手の皆さんの声】
▶中村諒
　優勝できて嬉しかったが、余裕がない試合が多
かった。これからもっと強い選手と対戦するので、
自分が目指す攻める柔道ができるよう頑張りたい。
▶中崎唯一流
　技を最後まで掛け切ることが目標だったので、で
きて良かった。得意技は一本背負いだが、これから
は内股でも勝てるよう頑張りたい。
▶中村蒼羽
　自分から積極的に技を出し、背負い投げや内股で
攻めたのが良かったと思う。相手に攻められたとき
の受けをもっと磨いていきたい。

中村中村諒諒
りょうりょう

さんさんは全日本小学生柔道育成プロジェクトへは全日本小学生柔道育成プロジェクトへ

　町では、子育て世帯の経済的な負担軽減と、子
どもを安心して産み、家庭で育てることができる
環境をつくるため、保育施設などを利用せずに家
庭で子育てをしている保護者に支援金を給付しま
す。詳しくはお問い合わせください。
▶対象者の主な要件
　生後７か月から３歳未満の乳幼児を、保育所な
どを利用せず家庭で子育てしている保護者で、在
宅育児期間における給与や手当などの収入が月額
５万円以下の人
▶支援金の額（月額）
　①給与所得者　　１万円
　②��自営業者など　５万円
　③未就業者　　　１万円
　※上記の額は子どもの人数に関わりません
▶申請方法
　こども教育課で配布する申請書に、就労や収入
の証明書など必要書類を添付して提出してくださ
い。
▶支給
　支援金は、上半期と下半期の２回、指定の口座
に振り込みます。
問こども教育課☎65-8989

在宅育児世帯に支援金新規


